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回次
第23期

第３四半期累計期間
第22期

会計期間
自2022年10月１日
至2023年６月30日

自2021年10月１日
至2022年９月30日

売上高 （千円） 1,091,624 1,398,556

経常利益 （千円） 66,189 110,175

四半期（当期）純利益 （千円） 43,142 79,545

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － －

資本金 （千円） 10,000 10,000

発行済株式総数 （株） 1,000,000 10,000

純資産額 （千円） 357,710 314,576

総資産額 （千円） 817,761 972,378

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 43.14 79.55

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － －

１株当たり配当額 （円） － －

自己資本比率 （％） 43.7 32.4

回次
第23期

第３四半期会計期間

会計期間
自2023年４月１日
至2023年６月30日

１株当たり四半期純損失（△） （円） △60.35

第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２．持分法を適用した場合の投資利益については、当社は関連会社を有していないため記載しておりません。

３．当社は、2023年５月12日開催の取締役会決議により、2023年６月５日付で普通株式１株につき100株の割合

で株式分割を行っております。前事業年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期

（当期）純利益を算定しております。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式は存在するものの、当社株式は非上

場であるため、期中平均株価が把握できませんので記載しておりません。

５．１株当たり配当額については、配当を実施していないため記載しておりません。

６．当社は、第22期第３四半期累計期間については四半期財務諸表を作成していないため、第22期第３四半期累

計期間に係る主要な経営指標等の推移については記載しておりません。

２【事業の内容】

　当第３四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、新規上場申請のための有価証券報告書

（Ⅰの部）に記載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において判断したものであります。なお、当社は、前第

３四半期累計期間については四半期財務諸表を作成していないため、前年同四半期累計期間との比較分析は行ってお

りません。

(1）財政状態の状況

（資産）

当第３四半期会計期間末における資産合計は817,761千円となり、前事業年度末に比べて154,617千円減少いたし

ました。

当第３四半期会計期間末における流動資産合計は726,099千円となり、前事業年度末に比べて131,604千円減少い

たしました。これは主に、コーポレート支援領域で受注したイベント案件において代金の前払いが発生したこと等

により前渡金が170,563千円増加した一方、前事業年度末に計上した未払賞与及び未払法人税等の支払い並びに前

渡金の増加等により現金及び預金が294,720千円減少したこと等によるものです。

当第３四半期会計期間末における固定資産合計は91,661千円となり、前事業年度末に比べて23,012千円減少いた

しました。これは主に、投資その他の資産に含まれる繰延税金資産が将来減算一時差異の減少により22,941千円減

少したこと等によるものです。

（負債）

当第３四半期会計期間末における負債合計は460,051千円となり、前事業年度末に比べて197,751千円減少いたし

ました。

当第３四半期会計期間末における流動負債合計は192,681千円となり、前事業年度末に比べて126,517千円減少い

たしました。これは主に、法人税等の支払いに伴い未払法人税等が34,115千円、流動負債のその他に含まれる未払

金が前事業年度末に計上した未払賞与の支払い等により50,483千円それぞれ減少したこと等によるものです。

当第３四半期会計期間末における固定負債合計は267,369千円となり、前事業年度末に比べて71,233千円減少い

たしました。これは主に、借入金の返済により長期借入金が71,288千円減少したこと等によるものです。

（純資産）

当第３四半期会計期間末における純資産合計は357,710千円となり、前事業年度末に比べて43,134千円増加いた

しました。これは四半期純利益43,142千円の計上により利益剰余金が増加したこと等によるものです。

(2）経営成績の状況

当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、各種政策の効果もあって、緩やかな回復が続くことが期待されて

います。しかしながら、ウクライナ戦争の長期化及びそれに起因するエネルギー・食料品の供給不足から、海外景

気の下振れ、物価上昇、供給面での制約や金融資本市場の変動等の影響があり、依然として先行き不透明な状況が

続いております。

当社は、当社サービスに対する顧客満足を背景に、顧客企業の他部門における新たなニーズを引き出し、その課

題解決のための提案活動に注力することで同一顧客における深耕拡大を進めて参りました。

この結果、当第３四半期累計期間の業績は、売上高1,091,624千円、営業利益67,715千円、経常利益66,189千

円、四半期純利益43,142千円となりました。

なお、当社は単一セグメントであるため、セグメント情報に関連付けた記載は行っておりませんが、事業支援領

域別の売上高は、リクルーティング支援領域は449,239千円となり、コーポレート支援領域は642,384千円となりま

した。

(3）会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

新規上場申請のための有価証券報告書（Ⅰの部）に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシ

ュ・フローの状況の分析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありませ

ん。
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(4）経営方針・経営戦略等

当第３四半期累計期間において、当社が定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はありません。

(5）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第３四半期累計期間において、当社が優先に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な変更はありま

せん。

(6）研究開発活動

該当事項はありません。

(7）生産、受注及び販売の実績

当第３四半期累計期間において、受注実績は1,048,004千円となりました。前年同期に大型案件の受注がありま

したが、当第３四半期累計期間にはありません。

３【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 4,000,000

計 4,000,000

第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

（注）2023年６月２日開催の臨時株主総会決議により、2023年６月５日付で株式分割に伴う定款の変更を行い、発行可能

株式総数は3,960,000株増加し、4,000,000株となっております。

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（2023年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（2023年８月17日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 1,000,000 1,000,000 非上場

権利内容に何ら限定

のない当社における

標準となる株式であ

り、単元株式数は

100株であります。

計 1,000,000 1,000,000 － －

②【発行済株式】

（注）１．2023年５月12日開催の取締役会決議により、2023年６月５日付で普通株式１株につき100株の割合で株式分割

を行っております。これにより発行済株式総数は990,000株増加し、1,000,000株となっております。

２．2023年６月２日開催の臨時株主総会決議により、2023年６月５日付で１単元を100株とする単元株制度を採用

しております。

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

2023年６月５日

（注）
990,000 1,000,000 － 10,000 － －

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

（注）株式分割（１：100）によるものであります。

（５）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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2023年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　　1,000,000 10,000

権利内容に何ら限定のな

い当社における標準とな

る株式であり、単元株式

数は100株であります。

単元未満株式 － － －

発行済株式総数 1,000,000 － －

総株主の議決権 － 10,000 －

（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

（注）2023年５月12日開催の取締役会決議により、2023年６月５日付で普通株式１株につき100株の割合で株式分割を行

うとともに、2023年６月２日開催の臨時株主総会決議により、2023年６月５日付で１単元を100株とする単元株制

度を採用しております。これに伴い、提出日現在において、完全議決権株式（その他）の株式数は普通株式

1,000,000株、議決権の数は10,000個、発行済株式総数の株式数は1,000,000株、総株主の議決権の数は10,000個と

なっております。

②【自己株式等】

該当事項はありません。

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、株式会社東京証券取引所の「有価証券上場規程」第216条第６項の規定に基づき、金融商品取引法第193条

の２第１項の規定に準じて、第３四半期会計期間（2023年４月１日から2023年６月30日まで）及び第３四半期累計期

間（2022年10月１日から2023年６月30日まで）に係る四半期財務諸表について、東陽監査法人による四半期レビュー

を受けております。

３．四半期連結財務諸表について

　当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表は作成しておりません。

４．最初に提出する四半期報告書の記載上の特例

　当新規上場申請のための四半期報告書は、「企業内容等開示ガイドライン24の４の７－６」の規定に準じて前年同

四半期との対比は行っておりません。
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（単位：千円）

前事業年度
（2022年９月30日）

当第３四半期会計期間
（2023年６月30日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 600,639 305,918

売掛金及び契約資産 156,825 127,862

仕掛品 75,519 69,072

前渡金 0 170,563

その他 24,718 52,681

流動資産合計 857,703 726,099

固定資産

有形固定資産 17,143 14,951

無形固定資産 4,042 3,502

投資その他の資産 93,488 73,207

固定資産合計 114,674 91,661

資産合計 972,378 817,761

負債の部

流動負債

買掛金 44,947 28,651

１年内返済予定の長期借入金 97,164 89,211

未払法人税等 34,115 －

その他 142,971 74,818

流動負債合計 319,199 192,681

固定負債

長期借入金 329,341 258,053

資産除去債務 9,262 9,316

固定負債合計 338,603 267,369

負債合計 657,802 460,051

純資産の部

株主資本

資本金 10,000 10,000

利益剰余金 304,590 347,733

株主資本合計 314,590 357,733

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △14 △22

評価・換算差額等合計 △14 △22

純資産合計 314,576 357,710

負債純資産合計 972,378 817,761

１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】
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（単位：千円）

当第３四半期累計期間
（自　2022年10月１日

至　2023年６月30日）

売上高 1,091,624

売上原価 489,208

売上総利益 602,415

販売費及び一般管理費 534,700

営業利益 67,715

営業外収益

受取利息 2

助成金収入 253

その他 25

営業外収益合計 281

営業外費用

支払利息 1,746

その他 61

営業外費用合計 1,808

経常利益 66,189

税引前四半期純利益 66,189

法人税、住民税及び事業税 105

法人税等調整額 22,941

法人税等合計 23,046

四半期純利益 43,142

（２）【四半期損益計算書】

【第３四半期累計期間】
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【注記事項】

（会計方針の変更）

該当事項はありません。

（会計上の見積りの変更）

該当事項はありません。

（四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

該当事項はありません。

（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症拡大の影響に関する会計上の見積り）

新規上場申請のための有価証券報告書（Ⅰの部）「注記事項（重要な会計上の見積り）」に記載した新型コロ

ナウイルス感染症拡大の影響による会計上の見積りに用いた仮定について重要な変更はありません。

前事業年度
（2022年９月30日）

当第３四半期会計期間
（2023年６月30日）

当座貸越極度額 100,000千円 100,000千円

借入実行残高 － －

差引額 100,000 100,000

（四半期貸借対照表関係）

当社は、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行２行と当座貸越契約を締結しております。これら契約に基

づく借入未実行残高は次のとおりであります。

（四半期損益計算書関係）

当社では、顧客企業の採用予算や広告予算の使用によって影響を受けるため、顧客企業への納期が２月～３月に

集中する傾向があります。これにより、第２四半期会計期間における売上高は、他の四半期会計期間に比べて大き

くなる傾向にあります。

当第３四半期累計期間
（自　2022年10月１日

至　2023年６月30日）

減価償却費 3,553千円

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計期

間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当第３四半期累計期間（自　2022年10月１日　至　2023年６月30日）

当社は、ブランディング事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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（単位：千円）

当第３四半期累計期間

（自　2022年10月１日

　　至　2023年６月30日）

リクルーティング支援領域 449,239

コーポレート支援領域 642,384

顧客との契約から生じる収益 1,091,624

その他の収益 －

外部顧客への売上高 1,091,624

（収益認識関係）

当社は、ブランディング事業の単一セグメントであり、主要な顧客との契約から生じる収益をサービスの種類別

に分解した情報は、以下のとおりであります。

当第３四半期累計期間
（自　2022年10月１日

至　2023年６月30日）

１株当たり四半期純利益 43.14円

（算定上の基礎）

四半期純利益（千円） 43,142

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 43,142

普通株式の期中平均株式数（株） 1,000,000

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式

で、前事業年度末から重要な変動があったものの概

要

－

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するものの、当社株式は非上場であるた

め、期中平均株価が把握できませんので記載しておりません。

２．当社は、2023年６月５日付で普通株式１株につき100株の割合で株式分割を行っております。期首に当該株式

分割が行われたと仮定して１株当たり四半期純利益を算定しております。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

2023年 8月 9 日

株式会社揚羽
取締役会 御中

東 陽 監 査 法 人
東京事務所

襲鼻鼠畳公認会計士ね ム武 も、

蔓煮魚畳公認会計士 樽 鳩 ィ も・

監査人の結論
当監査法人は、株式会社東京証券取引所の「有価証券上場規程」第216条第 6項の規定に

基づき、金融商品取引法第193条の 2第 1項の規定に準じて、「経理の状況」に掲げられて
いる株式会社揚羽の2022年10月 1日から2023年 9月30日までの第23期事業年度の第 3四半
期会計期間 (2023年 4月 1日から2023年 6月30日まで)及び第 3四半期累計期間 (2022年
10月 1日から2023年 6月30日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、
四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国にお

いて一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社揚羽の
2023年 6月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第 3四半期累計期間の経営成績
を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠
当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四

半期財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、
我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監査人と
してのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証
拠を入手したと判断している。

四半期財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基

準に準拠して四半期財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤
謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必
要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
四半期財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期財務諸

表を作成することが適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認め
られる四半期財務諸表の作成基準に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある
場合には当該事項を開示する責任がある。
監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務

の執行を監視することにある。



四半期財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任
監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書

において独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。
監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、

四半期レビューの過程を通じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持
して以下を実施する。
・ 主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析
的手続その他の四半期レビュー手続を実施する。四半期レビュ」手続は、我が国におい
て一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査
に比べて限定された手続である。

・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況
に関して重要な不確実性が認められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四
半期財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の
作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどう
か結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四
半期レビュー報告書において四半期財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重
要な不確実性に関する四半期財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期財務諸表
に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、
四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況によ
り、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

四半期財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる
四半期財務諸表の作成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうか
とともに、関連する注記事項を含めた四半期財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四
半期財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が
認められないかどうかを評価する。
監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時

期、四半期レビュー上の重要な発見事項について報告を行う。
監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に

関する規定を遵守したこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる
事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講じている場合はその内容
について報告を行う。

利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき

利害関係はない。

上以
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